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【研究背景・目的】疾患の早期発見のための

呼気分析には、呼気成分中のガス分子をppb

オーダーで高感度・選択検出することがで

きるガスセンサが必要とされている。本研

究では、肝機能障害等のマーカーとなる

NH3 検出に焦点を当てた。単層カーボンナ

ノチューブ(SWNT)は高感度ガス検出に有

望な材料であるが、ガスの選択性に乏しい

という問題があるため、SWNT 表面にセレクターとなる分子を修飾する必要

がある。先行研究として Co モノマーポルフィリン錯体をセレクターとして

修飾し、NH3 分子の選択的検出を実現したという報告がある[1]。そこで、本

研究ではより最適なセレクターを探索するため、SWNTとより強い相互作用

が期待される Co ダイマーポルフィリン錯体（Fig.1）を担持させた半導体

SWNT センサ(CoDP-s-SWNT)を作製し、NH3 に対する ppb オーダーの超高

感度検出することを目的とした。 

【実験結果】Fig.2は FET構造を持つ未修飾 s-SWNTおよびCoDP-s-SWNT

センサのそれぞれの NH3(100 ppb)に対する応答を示している。NH3(100 

ppb)に対して未修飾 s-SWNT はほとんど応答を示さなかったが、CoDP-s-

SWNT は約 6 %の応答を示した。Fig.3 は CoDP-s-SWNT センサの応答量

の NH3濃度依存性を表す。CoDP-s-SWNTセンサ は 25 ppbの NH3に対し

ても明確な応答を示した。これらの結果は CoDP-s-SWNT が呼気診断に必

要とされる ppb オーダーの NH3に対する超高感度検知に優れた性能をも

つことを示している。講演では Coモノマーポルフィリン錯体を担持させ

た s-SWNT との応答比較を報告する予定である。 

[1] S. F. Liu et al., Angew. Chemie - Int. Ed. 54, 6554 (2015). 
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Fig.3 NH3 Conc. dependence of the sensor 

response of CoDP-s-SWNTs 

 

Fig.1 Structure of Co dimer 

porphyrin 

 
Fig.2 Sensor responses of pristine SWNTs 

and CoDP-s-SWNTs to 100 ppb NH3 for 

30 minutes 
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